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	(1)　骨盤基準面のレジストレーションの準備
	1) 腸骨稜にピンを留置し、ペルビックベースと骨盤用QRマーカーを固定する。
	2) 汎用IT機器（iPhone）の電源を入れ、ARナビゲーション専用アプリケーションを起動する。
	3) 汎用IT機器（iPhone）をクリーンケースに挿入する。
	(2)　骨盤基準面のレジストレーション
	1) 汎用IT機器（iPhone）内蔵のカメラに骨盤用QRマーカーを認識させる。
	2) 骨盤用QRマーカーとレジストレーション用プローベのQRマーカー両方を認識させ、レジストレーション用プローベを使って右上前腸骨棘、左上前腸骨棘、恥骨結合をレジストレーションし、骨盤基準面を決定する。
	(3)　大腿骨レジストレーションの準備
	1) 展開後、大転子前方部又は外側部にフェモラルスクリューを留置する。
	2) 大腿骨用QRマーカーにフェモラルアダプターを装着し、フェモラルアダプターとフェモラルスクリューを接続する。
	(4)　大腿骨のレジストレーション
	骨盤用QRマーカーと大腿骨用QRマーカー両方を認識させ、術前の大腿骨の位置（オリジナルレッグポジション）をレジストレーションする。レジストレーション後に大腿骨用QRマーカーを外す。
	(5)　カップ設置
	1) インサーターハンドルに取り付けたクリーンケースホルダーに汎用IT機器（iPhone）を装着する。
	2) 汎用IT機器（iPhone）の画面に表示される外方開角及び前方開角を指標としてカップを設置する。
	(6)　脚長、オフセット変位量の測定
	1) 仮整復後、留置したフェモラルスクリューに大腿骨用QRマーカーを装着する。
	2) 骨盤用QRマーカーと大腿骨用QRマーカー両方を認識させた状態で大腿骨を動かし、オリジナルレッグポジションに合わせ、脚長、オフセットの変位量を測定する。
	(7)　器械の抜去
	インプラント設置後、整復し、フェモラルスクリュー、腸骨稜に留置したピンを抜去する。
	側臥位で使用する場合は、(2)骨盤基準面のレジストレーション終了後に体位変換する。
	１．重要な基本的注意
	・ 本システムを下記の患者に使用する際、注意して使用すること。
	－ 感染症の患者　〔術後感染症のおそれがあるため〕
	－ 重度な骨損があり、必要なランドマークを識別することができない患者〔適切な位置決めができないため〕
	－ 以前に骨盤骨折、骨盤の骨切りや重篤な異形性などがあり、必要なランドマークを識別することができない患者〔適切な位置決めができないため〕
	－ 固定部位の解剖学的骨形状が不定型な患者、脛骨や大腿骨の形状が極端に大きいもしくは小さい患者、過度な軟部組織の干渉がある、もしくは重度の骨粗鬆症の患者〔適切なアライメントが確保できないため〕
	－ 人工股関節置換術における禁忌禁止に該当する患者
	・ 本システムの計測結果を利用した医療行為は使用者の責任において行うこと。本システムの計測値には誤差が含まれている。
	・ QRマーカーにゆがみ・欠けがないこと、QRマーカーに印刷された模様にかすれ・変形がないことを確認すること。問題のあるQRマーカーは使用しないこと〔精度が担保できないため〕。
	・ 骨盤基準面のレジストレーションの際は、骨盤上のサージカルドレープに重なりがないよう平らにして行うこと。平らでないと計測精度が下がる可能性がある。
	・ 使用中QRマーカーを取り替えた場合に計測精度が下がる可能性がある。
	・ QRマーカーの汚れや破損により術中にQRマーカーを交換すると本来の精度よりも計測精度が悪くなる可能性がある。
	・ 使用前に汎用IT機器（iPhone）を十分充電しておくこと〔使用中に汎用IT機器（iPhone）の電池切れが発生する可能性があるため〕。長時間使用しない場合は画面をロック（休止状態に）して消費電力を抑えるか、本アプリケーションを一旦終了させること。 前回終了時の状態から操作を続けるには、本アプリケーションのRestart機能を使うこと。
	・
	・ 本アプリケーション実行中に他のアプリを起動しないこと〔本アプリケーションの動作が著しく遅くなる可能性があるため〕。
	・ 本システムの精度検証は、QRマーカーに対しカメラが正面に位置するときを0 とした場合、骨盤用QRマーカーとカメラの角度が10 ～60 （またはQRマーカーに対しカメラが水平に位置するときを0 とした場合、骨盤用QRマーカーとカメラの角度が30 ～80 ）、距離が20cm～45cmの範囲で精度検証している〔範囲外の精度は検証していない〕。
	・ 使用者は必要に応じて複数回の計測を行うこと。
	２．相互作用
	３．不具合・有害事象
	４．高齢者への適用
	５．妊婦、産婦、授乳婦及び小児への適用
	１．有効期間（QRマーカーのみ）
	２．貯蔵・保管方法

